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市
民
税
率
は
引
上
げ
た

の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん

（
徴
税
令
書
を
見
て
）

市
民
税
（
県
民
税
を
含
む
）
の

徴
税
令
書
を
納
税
義
務
者
で
あ
る

み
な
さ
ん
の
お
手
許
に
お
届
け
し

ま
し
た
が
「
昨
年
度
に
く
ら
べ
て

、
税
金
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

る
、
市
は
国
体
や
庁
舎
建
築
を
す

る
た
め
に
税
金
を
上
げ
た
の
で
あ

ろ
う
」
と
い
う
ご
不
満
を
耳
に
し

ま
す
が
、
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

税
率
を
引
上
げ
で
増
税
し
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
率
は
昨
年
と

同
じ
で
あ
り
ま
卜
叫

み
な
さ
ん

の
所
得
が
伸
び
に
こ
と
に
よ
り
て

、
そ
の
伸
び
た
邱
分
が
、
超
過
累

進
税
率
（
徴
税
令
書
の
裏
面
に
あ

り
ま
す
）
の
上
位
の
税
率
を
適
用

さ
れ
る
た
め
に
、
税
額
が
多
く
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
所
得

の
増
加
に
伴
う
自
然
増
で
あ
り
ま

す
。た

だ
し
課
税
総
所
得
金
額
が
五

十
五
万
円
を
超
え
る
高
額
所
得
者

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
制
限
税
率

が
な
く
な
っ
て
多
少
増
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

県
氏
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

税
率
百
分
の
一
、
一
が
課
税
方
式

の
変
史
と
併
せ
て
百
分
の
二
に
改

正
さ
れ
た
の
で
増
税
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
県
民
税
の
増
税
に
よ
り
市
民
税

も
上
げ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
お
考

え
に
な
る
方
も
相
当
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ

と
は
徴
税
令
書
の
計
算
を
見
て
昨

年
と
比
較
す
れ
ば
お
わ
か
り
と
思

い
ま
す
。

3
7年
度
の
税
制
改
革
は
所
得
税

は
減
税
に
な
り
、
県
民
税
は
増
税

さ
れ
、
そ
れ
に
各
自
の
所
得
の
伸

び
に
伴
う
も
の
と
を
合
す
と
個
人

の
負
担
す
る
税
金
の
合
計
は
昨
年

よ
り
安
く
な
っ
た
と
は
云
え
な
い

の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

（
市
民
税
の
賦
課
方
針
）

市
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し

で
も
税
の
負
担
を
軽
石
く
す
る
た

め
に
3
4年
度
か
ら
昨
年
ま
で
三
ヵ

年
閥
少
し
づ
つ
減
税
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
本
年
度
は
丁
度
市
長
の

改
選
期
で
も
あ
り
、
差
当
り
昨
年

ど
お
り
の
税
率
で
賦
課
し
、
従
来

の
減
税
方
針
を
続
け
て
行
く
こ
と

が
き
ま
れ
ば
変
更
す
る
考
え
の
も

と
に
一
期
分
の
令
書
を
お
届
け
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
市
民
税
は
減
税
す
る
の
か
）

前
に
も
申
し
ま
し
に
が
、
一
応

昨
年
通
り
の
税
率
で
賦
課
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
の
考
え
は
減
税
し

た
い
意
向
で
あ
り
ま
す
の
で
、
事

務
的
な
準
備
を
す
す
め
て
次
の
市

議
会
に
提
案
し
、
決
定
を
見
れ
ば

、
あ
ら
た
め
て
納
付
額
の
変
更
通

知
を
差
上
げ
る
予
定
で
す
。

（
一
期
分
は
こ
の
ま
ま
納
め
て

い
た
だ
く
）

減
税
す
る
の
で
あ
れ
ば
一
期
分

の
税
金
は
そ
の
ま
ま
納
め
る
の
か

、
又
は
納
め
な
く
て
も
よ
い
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
納

期
は
六
月
末
で
あ
り
ま
す
し
、
減

税
の
決
定
は
市
議
会
に
は
か
る
関

係
も
あ
り
、
相
当
お
く
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
で
に

通
知
し
て
い
ま
す
一
期
分
の
税
金

は
そ
の
ま
ま
納
付
し
て
下
さ
い
。

減
税
に
よ
り
変
る
も
の
に
つ
い

て
は
二
期
以
後
の
税
額
で
調
整
し

、
も
し
納
め
す
ぎ
で
あ
れ
ば
直
ち

に
払
戻
し
を
し
ま
す
。

以
上
市
民
税
賦
課
に
つ
い
て
、
の

あ
ら
ま
し
を
申
し
あ
げ
ま
し
だ
が

ご
了
解
を
い
た
だ
き
市
税
の
納
入

に
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
税
額
算
出
に
つ
い
て
昨

年
度
と
の
比
較
を
掲
げ
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

大
畑
小
、中
合
同

校
舎
完
成

3
6年
７
月
2
5日
に
老
朽
校
舎
と

し
て
新
築
の
認
証
を
う
け
た
市
内

渋
木
の
大
畑
小
、
中
学
校
は
、
同

年
９
月
2
5日
か
ら
三
協
興
産
Ｋ
Ｋ

（
本
社
、
防
府
市
）
の
手
で
工
事

が
は
じ
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
立
派
な

建
が
完
成
し
、
さ
る
６
月
2
6日
に

落
成
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
総
工
事
費
は
水
道
、
火
災

報
知
機
な
ど
の
附
帯
工
事
費
を
含

め
三
四
、
九
四
八
千
円
で
、
施
設

の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

総
面
積
　
二
、
三
七
三
平
方
米

（
約
七
一
九
坪
）

小
学
校
関
係

普
通
教
室
六
、
保
健
室
、
購

売
室
、
子
供
銀
行
、
校
長
室

図
書
室
、
宿
直
室
、
教
弁
室

更
衣
室
、
各
一

中
学
校
関
係

普
通
教
室
二
、
家
庭
室
、
図

書
室
職
員
室
、
購
売
室
、
子

供
銀
行
、
教
弁
室
、
更
衣
室

各
一

小
、
中
学
校
共
用
施
設

管
理
室
、
理
科
室
、
理
科
準

備
室
、
用
水
タ
ン
ク

総工費約３５〇〇万円で
鉄筋三階建 の立派な もの

( 1) 昨年と所得が全く同じの場合 総 所得 金 額30万 円 で 扶 養 親 族( 15 歳以 上)
2人 社 会 保 険　 生 命 保 険 料1万 円 を 納 め る者

( 市 民 税 の 算 出 比 較) ．　　　　　　　　　　 ，
・ 総 所 得　 基 礎 控 除　　　 税 率　 控 除 税 額　所 得 割 額　 扶 養 控 除　均 等 割　市 民 税 額

36年 度( 300, 000- 90, 000) 〉<100分 の5, 9- 3, 500  = 8, 840  - 　1, 000 十　200  =  8, 040円
37年 度( 300, 000- 90, 000) × 100 分 の5, 9- 3, 550  = 8, 840  - 　1, 000 十　200  =8, 040 円

( 県 民 税 の 算 出 比 較)
市 民 税 の 所 得 割 額　扶 養 控 除　　　 税　　　 率　　 均 等 割　　 県 民 税 額

36年 度　(  8, 84a　 －　　1, 000  ) × 100 分 の1, 1　 十　100　 ＝　870 円
総 所 得 社 会生 命保 険 料 扶 養 控 除 基 礎 控 除 税　　 率 所 得 割 額 扶 養 控 除 均 等 割

37 年 度( 300, 000- 10, 000-  100, 000  ―90, 000) 》く100分 の2=2, 000- 480+100=1, 620
( 2) 所 得 が5 万 円 増 え た 場 合

( 市民 税 の 算 出)
総 所 得. 基 礎控 除 税　　 率　 控 除 税 額　所 得 割額　 扶 養 控 除　 均 等 割　 市民 税 額

37年 度( 350, 000-  90, 000)× 100 分 の6, 6- 5, 300  = 11, 860- 1, 000　 ＋　200  =  11, 060 円｀
( 県 民 税 の 算 出)

耨 所 得 社 会 生 命 保険 扶 養 控 除 基 礎 控 除 税 率 所 得 割 額 扶 養控 除 均 等 割 県 民 税額
37年 度( 350, 000  - 10, 000- 100, 000  -  90, 000)× 100 分 の2 = 3, 000― 480 +  100  =  2, 620 円

なお総所得金額とは収入金額から　事業所得については必要経費を給与所得名につい
て は 勤 労控 除 と特 別 控 除 を 差 引 い た もの であ り ま す．
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私
達
の
手
で
キ
レ
イ
な
選
挙
を

長
門
市
公
明
選
挙

推
進
協
議
会
が
誕
生

選
挙
が
公
明
で
ま
た
適
正
に
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
企
画
し
、
効
果
の
あ
が
る

よ
う
な
事
業
を
行
な
っ
て
理
想
選

挙
の
実
現
に
努
力
を
注
ぐ
た
め
に

公
明
選
挙
推
進
協
議
会
が
さ
る
六

月
二
十
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

役
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

会
長
　
　
伊
藤
　
将
（
仙
崎
）

副
会
長
　
溝
部
俊
彦
（
深
川
）

委
員
　
　
山
本
義
郎
（
深
川
）

大
田
啓
治
（
深
川
）

田
村
美
江
（
俵
山
）

早
川
義
勝
（
通
）

宮
本
啓
子
（
仙
崎
）

藤
津
和
明
（
俵
山
）

吉
富
克
己
（
湯
本
）

小
野
俊
人
（
深
川
）

国
体
の
マ
ー
ク

国体の知識( 2)

国
民
体

育
大

会
の

シ
ン

ボ
ル

火
焔
の
マ
ー
ク
は
、
昭
和
2
2
年
オ

リ
オ
ン
社
同
人
で
作
成
、
片
柳
忠

雄
氏
の
選
に
よ
っ
て
創
案
せ
ら
れ

た
も
の
で
火
焔
が
右
3
0
度
に
傾
斜

し
こ
れ
を
直
径
1
0分
の
１
幅
の
円

帯
で
囲
ん
だ
の
が
正
式
で
あ
る
。

こ
の
マ
ー
ク
を
描
い
た
大
会
旗

が
国
体
旗
と
し
て
制
定
さ
れ
、
第

二
回
国
民
体
育
大
会
（
石
川
県
）

に
初
め
て
掲
げ
ら
れ
た
。
国
体
マ

ー
ク
を
利
用
す
る
と
き
は
国
体
委

員
会
（
山
口
県
実
行
委
員
会
）
の

許
可
が
い
る
。

補
欠
入
居
者
募
集

申
込
み
は
了
月
1
0日
迄

市営住宅
(第2 種住宅)

市
内
に
あ
る

市
営
住
宅
の
う

ち
第
二
種
住
宅

の
補
欠
入
居
者

を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

（
住
宅
の
場
所
）

市
内
の
各
団
地
（
但
し
第
二
種

住
宅
）

（
入
居
資
格
）

イ
、
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

の
あ
る
人

口
、
現
在
、
同
居
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
人

ハ
、
月
収
平
均
二
万
円
以
下
で
、

独
立
の
生
計
を
い
と
な
み
、
家

賃
と
敷
金
（
家
賃
の
３
ヵ
月
分

）
を
支
払
う
能
力
の
あ
る
人

（
申
込
方
法
）

市
役
所
財
政
課
管
財
係
か
各
支

所
備
付
け
の
入
居
申
込
書
に
給
与

証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
を
添
え
て

申
込
む
こ
と
。

（
申
込
期
限
）

昭
和
3
7年
７
月
1
0日
ま
で
必
着
の

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
課
管
財

係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

み
ん
な
の
力
で

き
れ
い
な
町
を

健
康
で
、
明
る
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
は
、
私
た
ち
全
部
の
幸
福

の
た
め
誰
れ
も
が
望
む
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
と
に
青
海
島
や
湯
本
、
俵
山

温
泉
等
の
観
光
地
を
も
つ
本
市
は

、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
た
来
年
は
国
体
の
相
撲
会
場
と

し
て
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
集
り

、
そ
の
先
ぶ
れ
と
し
て
今
年
八
月

二
六
日
に
赤
崎
会
場
で
全
国
選
抜

高
校
の
相
撲
大
会
が
開
か
れ
ま
す

。
こ
れ
等
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
現

在
の
私
た
ち
の
周
囲
を
見
る
と
、

果
し
て
こ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
か

お
客
さ
ま
を
気
持
よ
く
迎
る
た

め
に
健
康
で
明
る
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
、
全
市
民
の
一
人
く

が
も
っ
と
く

強
い
自
覚
を
も
ち

積
極
的
に
町
を
キ
レ
イ
に
す
る
こ

と
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

さ
し
あ
た
り
次
の
こ
と
を
部
落

で
申
合
せ
一
人
く
の
努
力
と
共

同
の
力
で
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
部
落
で
計
画
が

で
き
て
事
前
に
連
絡
が
あ
れ
ば
援

助
を
す
る
予
定
で
す

①
汚
物
（
ご
み
、
燃
が
ら
、
汚
で

い
、
ふ
ん
尿
等
）
を
海
、
川
、

排
水
溝
等
に
無
意
識
の
う
ち
に

投
げ
す
て
る
悪
習
慣
を
す
ぐ
や

め
ま
し
よ
う
。
（
こ
れ
に
違
反

す
る
と
清
掃
法
と
云
う
法
律
に

よ
り
処
罰
せ
ら
れ
ま
す
）

②
汚
物
は
一
定
の
箱
に
集
め
る
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
。

③
か
、
は
え
の
い
な
い
町
づ
く
り

運
動
を
一
層
強
力
に
徹
底
す
る

こ
と
Ｏ

④
毎
月
恒
例
の
日
を
申
合
わ
せ
、

部
落
ご
と
に
一
斉
清
掃
日
を
も

う
け
て
実
行
す
る
こ
と
。

煙
草
の
煙
が

一
千
万
円
の
市
財
源
と
な
る

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
「
煙
草
を
市

内
で
買
い
ま
し
よ
う
」
と
い
う
こ

と
の
理
由
を
ご
存
知
で
す
か
。

み
な
さ
ん
が
市
内
の
小
売
店
か

ら
お
買
い
求
め
に
な
っ
た
煙
草
の

消
費
に
よ
る
税
金
が
市
の
収
入
に

な
る
か
ら
で
す
。

3
6年
度
は
そ
の
税
収
入
が
な
ん

と
一
〇
五
五
万
七
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
の
事
業
資
金
と

し
て
、
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
く
に
本
年
度
は
税
法
の
改
正

に
よ
り
従
来
の
税
率
十
一
％
が
十

二
％
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
み
な

さ
ん
の
心
掛
け
次
第
で
は
四
、
五

百
万
円
の
増
収
は
簡
単
で
あ
り
ま

す
。
市
内
の
愛
煙
家
が
一
日
平
均

一
個
の
新
生
を
市
内
で
買
え
ば
年

間
の
税
収
は
一
五
、
七
六
万
八
千

円
と
な
り
ま
す
。

知
ら
ぬ
間
に
財
源
を
生
む
「
た

ば
こ
」
の
消
費
に
つ
い
て
愛
煙
家

の
み
な
さ
ん
、
市
内
の
小
売
店
で

煙
草
を
お
買
求
め
下
さ
い
。

市
外
へ
出
張
、
旅
行
な
ど
の
場

合
ご
面
倒
で
も
必
要
量
を
市
内
で

求
め
て
出
か
け
ま
し
よ
う
。

長
門
市
社
会

福
祉
協
議
会

専
問
部
役
員
き
ま
る

さ
る
６
月
1
4日
開
か
れ
た
3
7年

度
初
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会
で
事
業
万
針
、
役
員
選
出
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
決
定
し
た
事
項
は
次
の
通
り

１
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化

２
、
専
問
部
会
の
設
置

会
　
長
　

高
橋
武
雄
（
俵
山
）

副
会
長
　

（
地
区
分
会
長
）

藤
部
爾
朗
（
深
川
）
田
中
正
治

（
仙
崎
）
森
俊
江
（
通
）

総
務
部
（
予
算
、
法
人
化
の
研

究
な
ど
）

部
長
　

藤
部
爾
朗
（
深
川
）

植
木
省
吾
（
深
川

）
田
村
純

（
俵
山
）
斉
木
ミ
ツ
（
仙
崎

）
上
利
政
信
（
通
）

児
童
部
（
保
育
園
、
湯
の
家
、

子
供
会
な
ど
）

部
長
　
田
中
正
治
（
仙
崎
）

片
山
哲
太
郎
（
俵
山
）
油
谷

兆
一
（
仙
崎
）
早
川
宗
一
（

通
）
百
合
野
百
蔵
（
深
川
）

厚
生
衛
生
部
（
法
外
援
助
、
環

境
衛
生
、
老
人
福
祉
、
厚
生

貸
付
）

部
長
　

森
　

俊
江
（

通

）

吉
村
忠
雄
（
俵
山
）
山
本
秀

尾
（
仙
崎
）
末
永
正
一
（
深
川
）

．３
、
組
織
の
拡
充
強
化

法
人
化
の
問
題
や
組
織
活
動

の
強
化
、
事
業
の
発
展
等
は
全

戸
加
入
を
目
標
に
会
員
を
募
集

す
る
。

特
別
会
員
（
会
費
年
百
円
）

普
通
会
員
（
〃
年
五
〇
円
）

（
長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
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